0JT ハン ドブ ッ ク 
~ 職場 研修 の すす め ~ 


「 よ り 質 の 高い 県 民 本 位 の サー ビス 」 を 目指 し て 


岩手 県 総務 部 人 事 課 
令 和 3 年 3 月 


(は じ め に ) 


0JT は 、 日 ご ろ 業 務 を 行う 中 で 、 職場 の 実態 に 応じ て タイ ムリ ー に に 実施 で きる 、 大 変 効果 的 で 実践 
的 な 人 材 育成 の 手法 で す 。 

本 県 で は 、 か つて 採用 を 抑制 し た こと も あり 、 特 に 若手 職員 の 指導 に 当たる 中 堅 層 が 他 の 年 代 に 
比べ 少な く な っ て いま す 。 ま た 、 東 日 本 大 震 災 津波 を は じ め と する 大 規模 災害 や 、 感 染 症 対策 な ど 
様々 な 県 政 課題 へ の 対応 に 伴い 業務 も 増加 し て いま す 。 

その よう な 中 で 、 若 手 職員 の 指導 を 担っ て いる 中 堅 職員 (主査 、 主 任 主査 クラ ス ) が 自ら の マネ 
ジメント や 部 下 職員 の 育成 に 関し て 不安 を 持っ て いる こと や 、 そ の 理由 と し て 、 必 要 な 知識 ・ 経 験 
が 不足 し て いる と 感じ て いる こと な ど が 、 令 和 2 年 9 月 に 実施 し た 職員 アン ケー ト で 明らか に な り 
まし た 。 

こう し た こと か ら 、 特に 中 堅 職員 な ど に よる 部 下 の 指導 ・ 育 成 の 一 助 と な る よう 、 0JT の 実施 方 法 
を まとめ た 「OJT ハン ドブ ッ ク 」 を この 度 作成 し まし た 。 

本 ハン ドブ ッ ク で は 、 各 職場 に お いて 、 部 下 の 指導 に 当たる 職員 が 無理 な く 0JT に 取り 組む こと 
が で きる よう 、0JT に 関す る 基本 的 な 考え 方 や 手法 な ど に つい て 、 実 例 を 交え な が ら で き る だ け わ か 
りや すく 紹介 し て いま す 。 

「 岩 手 県 職員 憲章 」 に ある と お り 、 本 県 が 「 よ り 質 の 高い 県 民 本位 の サー ビス を 提供 」 し て いく 
た め に は 、 職 員 が 能力 を 高め 、 新 た な 課題 に 取り 組む こと が 必要 で す 。 
それ ぞ れ の 職場 に お いて 、 0JT に 関す る 意識 が 高まり 、 効果 的 に 0JT が 実施 され る こと で 、 職員 一 


人 ひと り の 能力 向上 に つなが る よう 、 こ の ハン ドブ ッ ク を 活用 いた だ けれ ば と 思い ます 。 











岩手 県 職員 憲章 一 私 た ちの 5 つの 信条 て 




















「 岩 手 県 職員 憲章 一 私 た ちの 5 つの 信条 て 」 は 、 本 県 が より 質 の 高い 県 民 本 位 の サー ビ 








ス を 提供 し て いく た め 、 
1 知事 以下 職員 全員 が 、 心 を 一 つ に し て 意識 を 共有 し 、 
2 職員 が 、 日 常 の 業務 を 推進 し て いく 上 で 、 
・ 物 事 を 正しく 考え る た め に 照ら し 合わ せる こと が で きる よう 、 
・ 判 断 が 困難 な 問題 等 に 直面 し た 際 な ど に 立ち 返る こと が で きる よう 、 
「 岩 手 県 職員 と し て の ある べき 姿 」 や 「 行 動 基準 」 と し て 策定 され た も の で す 。 



































この 恒 章 の 5 つの 信条 で ある 、「 県 民 本 位 」、「 能 力 向上 」、「 明 朗 快 活 」、「 法 令 遵 守 」、 
し て 「 地 域 意識 」 を 常に 心 の 中 に 抱き 、 行 動 し まし ょ う 。 





岩手 県 職員 憲章 私 た ちの 5 つの 信条 < 











常に 県 民 の 視点 、 立 場 に 立ち 、 現 在 、 そ し て 未来 の 


県 民 本 位 
「 県 民 全 体 の 利益 」 を 考え 、 行 動 し ます 。 
| 意 工夫 を 疾 ら し 、 な 発想 で 、「 新 た な 課題 に 
角 夫 を 凝 柔軟 な 発 新た な 課題 | 


果敢 に 挑戦 」 し ます 。 

職員 間 の 自由 な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 通じ 、「 明 る く 、 
いき いき と し た 職場 」 を つく り ま す 。 

「 規 律 」 を 重んじ 、 県 民 か ら 信 頼 さ れる よう 、「 公 正 、 
公平 」 に 職務 を 遂行 し ます 。 

地域 社会 の 一 員 と し て の 「 自 覚 」 と 県 職員 と し て の 
「 誇 り 」 を も っ て 、「 誠 実 」 に 行動 し ます 。 





























第 1 章 OJT と は 間 昌和 昌和 - 還 間 曲 年 - 間 間 昌和 


1 研修 の 意義 ・ 体 系 
2 OJT の メリ ッ ト と 意義 


第 2 章 0JT の 進め 方 ・・ ト トト トト トト トト ュー ュ トト ュー ュー ニュ ト ュー 


1 職場 が 一 体 と な っ た 0JT の 推進 
2 0JT の 基本 的 な 進め 方 


第 3 章 0JT の 実践 方 法 ・・・・・・・・ ト ドド トド トト トト トー ュー トト ュー 


1 0JT の 具体 的 な 進め 方 
2 日 常に お ける 0JT の タイ ミン グ 
3 対象 職員 ご と の 0JT の 効果 的 な 進め 方 


第 4 章 0JT の 実践 事例 ト ・・・・・ー ニ トト トゥトゥ トゥ トゥ トゥ トゥ トッ ゥ に ゥ ュー ッ ゥ ュー ャ ーー 


ケー ス 1 担当 業務 が 遅れ が ちな 職員 へ の 0JT 

ケー ス 2 残業 が 常態 化し て いる 職員 へ の 0JT 

ケー ス 3 仕事 で ミス を し た 職員 へ の 0JT 

ケー ス 4 慣れ な い 業 務 に 戸惑う 職員 へ の 0JT 

ケー ス 5 会 議 や 打ち 合わ せ を 担当 する 職員 へ の 0JT 

ケー ス 6 いつ も 不満 ば か り 言 う 職 員 へ の OJT 

ケー ス 7 業務 の モチ ベー ショ ン が 下がっ て いる 職員 へ の 0JT 
ケー ス 8 いつ も 指示 待ち の 職員 へ の 0JT 
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研修 の 意義 ・ 体 系 













研修 は 、 職 員 が 仕事 を 能率 的 に 遂行 で きる 能力 の 開発 を 動機 づけ し 、 自 ら 学ぶ 意欲 を 高め それ を 


援助 する も の で あり 、 多 様 化 、 高 度 化す る 県 民 ニ ー ズ に 適切 に 応え て いく た め に は 、 研 修 を 通じ て 
職員 一 人 ひと り の 職務 能力 の 向上 を 図る こと が 必要 で す 。 


研修 と いう と 、 職 場外 で 行わ れる 研修 (Off-JT (能力 開発 研修 )) だ け を 考え が ち で す が 、 そ う で 


は な く 、 職 場 の 中 で 日 常 の 仕事 を 通じ て 行わ れる 研修 (0JT (職場 研修 ) ) 職員 が 自ら 行う 学習 、 勉 
強 (自主 研修 (自己 啓発 )) も 、 す べ て 研修 に あたり ます 。 


人 材 育成 は 、 こ れ ら 3 つの 研修 を 互い に 補完 し 、 そ れ ぞ れ の メリ ッ ト を 活か し な が ら 進 め て いく 
こと が 大 切 で す 。 
【 人 材 育成 (能力 開発 ) の 三 本 柱 】 








0JT (職場 研修 ) 
上 司 や 先輩 職員 が 部 下 や 後輩 の 実践 的 な 
能力 を 高め る こと を 目的 に 、 日 常 の 業務 
を 通じ て 職場 で 指導 ・ 育 成す る 。 
















自己 啓発 (自主 研修 ) 
自主 的 な 学習 等 

・ 通信 講座 
・e- ラ ー ニ ング 等 


Off-JT (能力 開発 研修 ) 
職場 外 で 行わ れる 能力 開発 

・ 能力 開発 研修 、 部 局 専門 研修 
・ 派 遣 研修 等 


2 0JT の メリ ッ ト と 意義 


3 つの 研修 体系 の うち 業務 を 通じ て 行う 0JT は 、 各 職 場 の 実態 に 応じ し て タイ ムリ ー に 実施 で きる 
た め 、 実践 的 、 継 続 的 に 職員 の 能力 や 資質 を 向上 させ 、 組 織 の 活性 化 を 図る うえ で 、 極 め て 効果 的 
な 手法 で ある と 言え ます 。 
具体 的 に 0JT に は 次 の よう な メリ ッ ト が あり ます 。 
① 和 柔軟 で 個別 の 指導 が 可能 
日 常 の 業務 を 遂行 する 中 で 、 時 間 や 場所 に 制約 され ず 必 要 な と き に 職員 を 育成 ・ 指 導 で きる 
た め 、 育 成 の 機会 を 多く も つこ と が で きま す 。 
また 、 一 人 ひと り の 課題 に 応じ た 具体 的 な 取組 が 可能 で あり 、 個 別に 最も 有効 な 方 法 で 育成 
する こと に より 成長 が 早まり ます 。 
② 指導 職員 自身 の 成長 機会 を 提供 
0JT は 受け る 側 だ け で な く 、 行 う 側 に と っ て も 能力 向上 の 機会 と な り ま す 。 0JT を 行う 側 は 、 
教え な が ら 基 本 的 な 事項 を 確認 し 、 自 分 自身 の 指導 方 法 や 事務 の 進め 方 を 見 直す きっ か け と な 
る ほか 、 相 手 の 見 本 と な る と いう 自覚 が 芽生 える こと で 、 そ れ ま で 以上 に 仕事 に 真 琶 に 向き 合 
う よ う に な る こと が 期待 で きま す 。 

③ 職員 の 成長 を 促す 職場 環境 の 構築 
0JT を 受け た 若手 が 、 い ずれ は 成長 し 育成 する 側 に な る と いう 、 育 成 の 好 循 環 が 職場 内 に 生 
まれ ます 。 ま た 、0JT に お ける 声 か け や 日 常 の アド バイ ス を 通し て 、 職 場 コ ミュ ニケ ー シ ョ 
ン の 活性 化 も 期待 で きま す 。 





a 


第 2 章 OJT の 進め 方 








ユエ 職場 が 一 体 と な っ た 0JT の 推進 。 
0JT を 進め る た め に は 、 管 理 職 と 直接 の 指導 者 が 連携 し て 対象 の 職員 を 育て る 、 職 場 が 一 体 と な 
っ た 指導 環境 が 必要 で す 。 そ の た め に は 、 管 理 職 、 指 導 者 及び 対象 職員 それ ぞ れ が 0JT に お ける 自 
身 の 役割 を 理解 する こと が 必要 で す 。 


管理 監督 者 


職員 の 育成 、 指 導 ・ 自 身 の 能 力 向上 


自ら 学び 、 育 つと いう 意識 、 必 要 な 能力 ・ 


知識 の 習得 、 感 謝 と 謙虚 な 姿勢 








管理 監督 者 | 職場 の 先頭 に 立ち 0JT を 進め 、 部 下 等 の 能力 を 組織 目標 に 向かっ て 発揮 さ 
せる 

指 導 者 | 上 司 か ら OJT を 受け る 一 方 で 、 後 輩 職員 に 対し て 日 常 的 な 業務 の 指導 ・ 支 
援 等 を 行う 

対象 職員 | 受身 で は な く 、 自 ら 学 び 、 育 つと いう 意識 を 持ち 、 目標 実現 に 向け 、 必要 な 
能力 の 習得 に 、 積 極 的 に 取り 組む 




















2 0JT の 基本 的 な 進め 方 

0JT は 計画 的 に 実施 する こと が 大 切 で す 。 目標 ・ 計 画 (Plan) を 設定 し 、 指導 育成 (Do) を 行い 、 
計画 に 照ら し て 評価 (Check) し 、 次 の 改善 (Action) を 行う と いう PDCA サイ クル に よる 0JT を 展 
開 し ます 。 

【 進 め 方 の ステ ッ プ 】 











第 1 ステップ (Plan) … 目標 の 設定 


第 2 ステ ッ プ (Do) … 仕事 を 教え る 、 気 づか せる 、 任 せる 


第 3 ステ ッ プ (Check) … 振り 返り (内 容 の 評価 、 成 果 ・ 課 題 の 確認 ) 






第 4 ステップ (Action) … 新た な 業務 の 検討 ・ 目 標 設 定 、 指 導 内 容 の 見 直し 


(1) 第 1 ステ ッ プ 
まず は 、 対 象 職員 に どん な 力 を つけ させ た いか 、O 〇 OJT の 目標 を 明確 に し まし ょ う 。 
その た め に 、 日 ご ろか ら 対 象 職員 の 仕事 の 仕方 を よく 観察 し 、 コ ミュ ニケ ーション を 十分 図り 


な が ら 、 不 足し て いる 力 が 何 な の か 、 考 えて み ま し ょ う 。 
ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ] や ワン ポイ ント 


< 目標 は 具体 的 に ! > 
「 業 務 の 基礎 を 習得 する 」 の よう な 抽象 的 な 目標 で は な く 、 明確 に 取組 内 容 を 設定 し ま 
し ょ う 。 
・ な に を 、 ど ん な 内 容 を (目標 項目 ) 
・ ど の レベ ル ま で (達成 水準 ) 
・ い つま で に (期限 ) 
・ ど の よう な 方 法 で (0JT の 方 法 ・ 手 段 ) 
( 例 ) 例え ば 「 指 示 が な いと 動け な い 」 場 合 は 、「 主 体 的 な 実行 力 を 発揮 させ る こと 」 
を 目標 に 、 到 達 レ ベル は 「 自 分 か ら 報告 ・ 連 絡 ・ 相 談 す る 」「 会 議 等 で 率先 し て 発 
言 する 」、 期 限 は 「 今 年 度 未 まで 」、 手 段 は 「 週 1 回 は ミー ティ ング を 開催 」「 会 議 
等 で は 積極 的 な 発言 を 促す 。 説明 する 役割 な ど を 付与 する 」 と いっ た 形式 で 整理 
し ます 。 














(2) 第 2 ステ ッ プ 
目標 が 定まっ た ら 、 実 際 の 業務 の 中 で OJT を 実践 し ます 。 
仕事 の 様々 な 場面 で 、「 教 え 」、「 気 づか せ 」、「 任 せる 」 こ と を 通じ て 、 対象 職員 の 成長 を 促し て 
いき ます 。 
※ 具体 的 な 実践 方 法 に つい て は 第 3 章 で 説明 し ます 。 
(3) 第 3 ステ ッ プ 
ある 程度 仕事 が 進ん だ ら 、 そ れ ま で の 仕事 の 成果 や プロ セス を 振り 返り 、 で きた こと ・ で き 
な か っ た こと を 把 握 し 、 そ こ か ら 新 た な 課題 や 問題 点 を 発見 し 、 強 みや 改善 すべ き 点 を 指導 対 
象 に フィ ー ド バッ ク し ます 。 な お 、 成 果 に は 結び つか な く て も 、 本 人 の 努力 で 達成 で きた こ 
と 、 評 価 で きる こと は 積極 的 に 労い 褒め て いき まし ょ う 。 
また 、 指 導 担 当 者 も 「 良 い 仕事 」 を させ られ た か 振り 返る こと が 大 切 で す 。 
(4) 第 4 ステ ッ プ 
振り 返り の 結果 は 、 次 の ステ ッ プ に 反映 させ ます 。 目標 を 達成 で き な か っ た 内 容 や 改善 点 、 
更に 伸ばし て いき た い 能 力 等 に つい て は 、 次 の 0JT の 目標 設定 に 活か すこ と に な り ま す 。 


【 県 の し くみ と 仕事 : 予算 要求 を 理解 し よう 】 
「 予 算 」 と は 、 教 育 や 福祉 な どの 身近 な も の か ら 道 路 の 整備 まで 、 私 た ちの 業務 (行政 活動 ) 
を 進め る うえ で の 費用 に つい て 、 そ の 年 度 の 収入 と 支出 の 予定 を 示し た 計画 の こと を 言い ます 。 
行政 活動 に は 、 ほとん どの 場合 に 費用 が 伴う た め 、 「 予 算 」 は 私 た ち が 仕事 を する うえ で 避け て 
は 通れ な い 重 要 な 要素 と な り ま す 。 こ の 「 予 算 」 に 関し て 若手 職員 が 理解 する きつ か け と し て 、 
まず 予算 要求 作業 の 大 ま か な 流 れ に つい て 指導 し まし ょ う 。 
< 予算 編成 の 流れ > 
予算 要求 ラ 各部 局 で 検討 、 予 算 要 求 書 提出 
調整 = 財政 課 ヒ アリ ング ~ 総 務 部 長調 整 
知事 査定 ラ 予算 案 の 決定 
議会 へ の 提案 = 予算 特別 委員 会 等 で の 審議 、 議 決 
概ね の スケ ジュ ー ル (当初 予算 の 例 ) 





日 


特殊 要因 と は 
事業 立案 ・ 部 局 案 の 作成 特別 な 事情 に より 部 局 枠 等 





で 対応 で き な い も の に つい 
て 協議 し ます 。 


要求 ・ 調 整 基準 が 示さ れ ま す 。 


基準 に 基づい て 予算 要求 する こ 
と と な り ま す 。 


| 一 般 行政 経費 予算 調整 調書 提出 期限 (11/5) 

上 当 ング 提出 期限 は 予算 規則 で 
| Ma= 村 ヒアリング 
予算 要求 書 (主要 経費 ) 提出 期限 (11/25) 


財政 担当 主査 ヒア リン グ 





財政 課 総 括 課長 調整 政策 的 な 性格 を 有する 経費 
総務 部 長調 束 (公共 事業 、 投 資 的 経費 等 ) 
一 般 行政 経費 と は 
主要 経費 以外 の 経費 
(人件 費 、 管理 運営 費 等 、 行 政 運営 
議決 (予算 成立 ) i 

















【 県 の し くみ と 仕事 : 政策 評価 シス テム を 理解 し よう 】 

私 た ち は 、 様 々 な 施策 や 事業 を 企画 立案 し た り 、 実 施し て いま す が 、 県 民 の 皆さん に と っ て ど 
の よう な 成果 が あっ た の か を 適切 に 把握 し た 上 で 仕事 の 内 容 の 見 直し や 改善 を し て いか な けれ 
ば 、 効 果 的 で 、 効 率 的 な 仕事 を し た こと に は な ら ず 、 ま た 、 県 の 仕事 に つい て 県 民 の 皆さん の 理 
解 を 得る こと は で きま せん 。 

この た め 、 県 で は 、 平 成 13 年 度 か ら 政 策 評 価 シ ステ ム を 取り 入れ 、 県 の 仕事 に つい て 、 

① 何 の た め に する の か (目的 ) 

② 本 当 に 必要 か どう か (必要 性 ) 

③ 県 民 の 皆さん の 生活 は どう 変わ っ た か (有効 性 ) 

④ 使っ た お 金 以 上 の 効果 が 得 ら れ た か (効率 性 ) 

な ど に つい て 、 自 ら が 分 析 ・ 評 価 し な が ら 、 そ の 結果 を 、 次 の 施策 や 事業 の 組み 立て 、 予 算 配 
分 に 役立て て き て いま す 。 

また 、 平成 15 年 度 に は 、 よ り 透 明 性 、 客観 性 の 高い 評価 制度 を 構築 し 、 県 民 の 視点 に 立っ て 成 
果 を 重視 する 行政 運営 の 実現 を 図る こと を 目的 と し て 、「 政 策 等 の 評価 に 関す る 条例 」 を 制定 し 、 
平成 16 年 1 月 に 施行 され まし た 。 

この よう な 政策 評価 シス テム を 導入 する こと に よっ て 、 政策 等 の 計画 (Plan) 一 実行 (Do) 評価 
(Check) 王 改善 (Action) の PDCA サイ クル を 確立 し 、 効果 的 か つ 効 率 的 な 行政 活動 を 推進 する と と 
も に 、 仕 事 の 成果 や 質 を これ まで 以上 に 重視 し た 行政 運営 の 実現 を 目指 し て いま す 。 

職員 は 、 様 々 な 仕事 を 進め る 上 で 、 そ の 仕事 が 目的 に 沿っ て 行わ れ て いる か 、 そ の 仕事 を する 
こと に よっ て 県 民 の 皆さん に と っ て どの よう な 効果 が 得 ら れ た の か に つい て 、 常に 意識 し な が ら 、 
仕事 に 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 

く 政 策 評 価 シ ステ ム の 概要 > く 政 策 等 の サイ クル > 


評価 の 実施 機関 


se 0 知事 、 教育 笑 員 会 、 公安 委員 会 、 
県 民意 識 調 査 の 結果 た に 
i EN 区 本部 長 、 公営 企業 の 管理 者 


県 民意 の 反映 


岩手 県 | ムコ 
財政 策 評価 こ 

委員 会 

[専門 委員 会 《③)] 


(PDCA サイ クル ) 


パ 
評価 
CHECK 


評価 結 映 状況 は 行政 3 = = 
RE i 県 民意 見 の 評価 の) 仕組 みな ど へ の 反 喘 
ー ジ で の Wu ど さま ざま 

で な 


意見 等 は 評価 の 仕組 みや 委員 会 の 審議 おど | に 反映 











まま 靖国 OJT の 実践 方 法 





1 0JT の 具体 的 な 進め 方 

0JT を 効果 的 に 進め て いく た め に は 、 指 導 す る 職員 と 指導 を 受け る 職員 と の 間 に 信頼 関係 が 構築 
され 、 円 滑 な コミ ュ ニ ケー ショ ン が 図ら れ て いる こと が 必要 で す 。 

人 と 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 良し あし は 、 共有 し て いる 時 間 の 絶対 量 に 比例 し 、「 長 さ 」 で は 
な く 、「 頻 度 」 が 大 切 だ と 言わ れ て いま す 。 1 分 で も いい の で 、 毎 日 の よう に 声 を か ける な ど 、 良好 
な コミ ュ ニ ケー ショ ン が 図ら れる よう に 心がけ まし ょ う 。 

そう し た 信頼 関係 を ベー ス と し て 、①「 教 える (ティ ー チ ング )」、②「 気 づか せる (コー チン グ )」、 
③「 任 せる 」、 ④「 ほ め る ・ 叱 る 」 と いっ た 4 つの 手法 を 、 状況 に 合わ せな が ら 上 手 に 活用 し 0JT を 
進め て いき ます 。 


(1) 教え る (ティ ー チ ング ) 
主 に 知識 を 習得 させ る 場合 に 用 いま す 。「 教 える 」 と いう こと は 0JT の 基本 中 の 基本 と な り ま 
す 。0JT で は 、 計 画 的 に 教え る こと が 必要 で す 。 
① 具体 的 に 段階 的 に 教え る 
一 度 に た くさ ん の こと は 吸収 で きま せん 。 教え る 内 容 は 、 あ ら か じ め 整 理 し 具体 的 に 段階 的 
に 教え ます 。 
② 仕事 の 全体 像 を 教え る 
職員 の 担当 業務 だ け で な く 、 仕 事 の 全体 像 や 大 き な 流れ も 説明 し 、 そ の 担当 業務 の 意義 や 位 
置 付け を 理解 し て も ら う と 、 職 員 の モチ ベー ショ ン の 向上 が 期待 で きま す 。 
③ 多様 な 方 法 を 用 いる 
相手 の 能力 や 個性 に 合わ せ て 、 相 手 が 理 解 で きる 言葉 や 方 法 で 説明 し ます 。 言葉 に よる 説明 
だ け で な く 、 実 除 の 業務 で 使う 書類 や 資料 を 見 な が ら 説 明 す る の も 効果 的 で す 。 ま た 、 実践 し 
て 手 本 を 見 せ た り 、 訪 問 に 同行 させ た り 、 体 験 を 通し て 教え る 方 が いい 場合 も あり ます 。 
④ 質問 させ る 
教え た 内 容 が 理解 で き て いる か 、 確 認 す る こと も 大 切 で す 。 理解 で き な い 点 は 質問 させ 、 繰 
り 返 し 根気 よく 教え 定着 する まで フォ ロー し ます 。 


(2) 気づか せる (コー チン グ ) 

職員 が 自ら 考え 行動 に 移す た め に は 、 単 に 答え を 「 教 える 」、「 指 示 ・ 命 令 す る 」 と いう こと で 
は な く 、 自 身 の 取 る べき 手段 を 自身 で 引き 出す こと の で きる 能力 を 養う 必要 が あり ます 。 職員 が 
自分 で 答え を 出す 可能 性 を 信じ 、 そ の 力 を 引き 出し て いく コー チン グ は 、 人 材 育 成 に 有効 な 手段 
で す 。 

コー チン グ に より 職員 自身 の 中 に ある 答え に 気付 か せる こと で 、 職 員 も 理解 、 納 得 し 、 モ チ ベ 
ーション が 向上 し ます 。 
① 答え を 与え ず 、 考 えさ せる 

答え を 与え る の は 簡単 で す 。 し か し 、 そ れ は その まま 指示 ・ 命 令 と な り 、 い つま で た っ て も 

自分 で 考え 、 解 決し て いこ うと する 自立 に は 結び つき ませ ん 。 コ ー チ ング で は 、 答 え を 相手 の 

中 か ら 引 き 出 す 手 助け を し ます 。 


② 


徹底 し て 傾聴 する 

コー チン グ で は 「 傾 聴 」 が 最も 重要 な スキ ル に な り ま す 。 相 手 が 正 し く な いこ と を 言っ て い 
る と 、 つ い 訂 正 を 加え た り 、 ど う 正 そう か 考え た り し な が ら 聴 き が ち で す 。 し か し 、 コ ー チ ン 
グ で は 、 相 手 が 一 通り 話し 終わ る まで 、 オ ー プ ン な 心 で 受け 止め 、 口 を 挟ま ず に 最後 まで 聴き 
ます 。 





ン ボ イン 
< 傾聴 の ポイ ント > や マフ 72 


・ 相 手 の 話 を 「 受 け 止 め る 言葉 」 の レパートリー を 増やし まし ょ う 。 
( 例 )「 な る ほど 」「 面 白い 視点 だ ね 」「 そ うい う 風 に 考え た こと は な か っ た な 」 
・ ポ イン ト と な る 言葉 の 「 繰 り 返し 」 は 、 そ の 言葉 と 気持 ち を 受け 止め て も ら っ つた と い 
う 気 持ち を 相手 に 与え ます 。 
( 例 ) 「 顧 客 満 中 度 が 7 ポイ ント 向上 し まし た 。」 


「 お 一 、 7 ポイ ント 向上 し た の か 。」 
・ 効 果 的 な 「 相 づち 」「 う な ず き 」 は 、 聞 いて も ら っ て いる と いう 安心 感 を 醸成 し ます 。 
( 例 )「 ぶ ふぅ 一 ん 」「 へ ぇ ーー」「 ほ ぉ 」 な ど 、 抑 揚 を つけ 、 パ ター ン を 変え た 相づち が よ 
り 効 果 的 。 
※ うな ず き は 、 自 然 に 相手 の 目 を 見 な が ら 、 相 手 の 話 の ペー ス に 合わ せ て 行う 。 


※ 本 間 正人 ・ 松 瀬 理保 着 「 コ ー チ ング 入門 」 日 本 経済 新聞 社 


③ 気付 き を 引き 出す 質問 を する 





「 傾 聴 」 に 次 いで 重要 な スキ ル が 「 質 問 」 で す 。 コ ー チ ング で は 、 単純 に 「 は い 」「 い いえ 」 
で は 答え られ な い 質 問 が 中 心 的 な 問い か け に な り ま す 。 相手 の 意見 や 気持 ち を 引き 出す た め に 
は 、 自 由 に 回 答 で きる 質問 を 効果 的 に 活用 し ます 。 た だ し 「 ど う 思 う ?」 と いう よう な 漢 然 と 
し すぎ る 質問 、 抽 象 的 な 質問 で は 答え に くい の で 、「 ど ん な 方 法 が ベス ト だ と 思う ?」「 こ こ で 
は 何 に 気 を つけ る べき だ と 思う ?」 な ど 、 焦 点 を 絞り 込ん だ 質問 や 具体 的 な 質問 が 効果 的 で す 。 


< 質問 の ポイ ント > や ワン ポイ ント 
質問 に は いく つか の タイ プ が あり ます の で 、 そ れ ら る を 効果 的 に 使い 分 け て いく こと で 
質問 の スキ ル が 上 達し ます 。 
・ 相手 の 気持 ちや アイ ディ ア を 引き 出す 質問 (オー プン ・ ク エス チョ ン ) 
「 そ の 時 、 ど ん な 風 に 感じ た の ?」 「 ほ か に よい 方 法 は な いか な ?」 
・ 事実 関係 を 確認 し た いと き の 質 問 (クロ ー ズ ド ・ ク エス チョ ン (イエ ス ・ ノ ー で 答 
えら える 質問 )) 
「O 〇 〇 の 発送 は 終わ っ た ?」 


※ (連発 し す ざ る と 詰 間 に な っ て し まう の で 注意 ) 
・ 様 々 な 選択 肢 を 考え させ る 質問 
「 原 因 を 3 つ 挙 げ る と すれ ば 、 何 が ある ?」 
・ 選択 肢 を 提示 し 、 考 え や すぐ する 質問 
「A、B、C の 三 つ 案 の うち 、 ど れ が 一 番 い いと 思う ?」 
・ 程 度 を 数 字 で 表現 させ る 質問 
「 今 の 仕事 に 対す る 満足 度 を 十 点 満点 で 表す と 何 点 く らい?」 


※ 本 間 正人 ・ 松 瀬 理保 閉 「 コ ー チ ング 入門 」 日 本 経済 新聞 社 


④ 具体 化 さ せる 
対象 職員 の 答え や 説明 の 中 に 含ま れる 「 と て も 大 変 」、「 す ご く 忙 し い 」 と いっ た 曖昧 な 言葉 
に つい て は 、 ど の くら い 大 変 な の か 、 具 体 的 に どん な 仕事 で 忙し い の か 、 自 ら 考 えさ せ 、 漢 然 
と し た も の を 具体 化 さ せ 、 そ こ か ら 解 決 策 や 気づき を 引き 出し ます 。 

⑤ 約束 する 
コー チン グ で は 、 最 後に 、 こ れ か ら の 具体 的 な 行動 計画 を 、 相 手 か らし っ か り と 言葉 と し て 
導き 出し ます 。「 や る 気 は あり ます 。」、「 頑 張り ます 。」 な どの 漠然 と し た 宣言 で は な く 、「 次 に 
どの よう な 行動 を 起こ すか 、 い つま で に や る の か 。」 と いう よう に 、 具 体 的 に 約束 し ます 。 


(3) 仕事 を 任せ る 
仕事 を 教え 、 次 の 行動 が 定まっ た ら 仕事 を 任せ る こと が 大 切 で す 。 任 せる こと は 相手 を 信頼 す 
る こと で す 。 部 下 は 信頼 され る こと に より モチ ベー ショ ン が 高まり 、 一 人 で 仕事 を や り と げ る こ 
と で 、 仕 事 の 面白 さや 達成 感 を 味わう こと が で きま す 。 
仕事 を 任せ る こと が 苦手 な 人 は 、「 自 分 が や っ た 方 が 早い 。」、「 部 下 の 能 力 が 不足 し て いる 。」 と 
思い が ち で す が 、「 上 司 で ある 自分 が 直接 仕事 を 抱え て いな く て も 大 丈夫 」 と いう 状況 を 作り 出 
す よ う 、 日 頃 か ら 心 が け な け れ ば な り ま せん 。 一 時 的 に は 非 効率 に 見 える か も し れ ま せん が 、 そ 
の 手間 や 時 間 は 将来 へ の 投資 で す 。 ま た 、 職 場内 の 知識 や ノウ ハウ を 共有 で きる 職員 を 多く 育て 
て お く こ と は 、 組 織 の リス ク 管 理 に も つなが り ま す 。 
た だ し 、 仕事 を 任せ る こと は 決し て 責任 を 転嫁 する こと で は な いこ と を 認識 し な けれ ば な り ま 
せん 。 
① 任せ る 範囲 と 期限 を 明確 に 
上 司 が 行う 部 分 と 、 部 下 に 任せ る 部 分 を お 互い に 確認 し て お きま す 。 ムダ な 作業 を 行っ た り 、 
空白 の 部 分 が 生じ た りす る と 、 不信 感 を 生む こと に な り ま す 。 
② 情報 や 判断 基準 を 提供 
仕事 を 任せ る 際 、 必 要 な 情報 や 知識 、 迷 っ た と き の 判 断 基準 や 材料 な ど を 提供 し て お く こ と 
で す 。 し か し 、 細 か な 情報 提供 は 徐々 に 控え る よう に し ます 。 
③ 見 守り ・ フ ォ ロ ー 
仕事 を 教え て 任せ た ら 、 仕 事 ぶ り を 見 守り 、 改善 すべ き 点 を 指導 する と いう フォ ロー が 必要 
で す 。 
逆 に 、 口 を 出し て ば か り で は 、 任せ た と いう こと に は な り ま せん 。「 こ うし た 方 が 合理 的 な の 
に 。」、「 自 分 の や り 方 と は 違う 。」 な ど と 思っ て も 、 す ぐに 答え は だ さ ず 、 職 員 自身 に 気付 か せ 
た 方 が 、 効 果 的 な 場合 が 多い も の で す 。 
④ 成果 や プロ セス の 振 返り 
任せ た 仕事 が 終わ っ た ら 、 成 果 や プロ セス を 一 緒 に 振り 返り ます 。 そ の 結果 に 応じ て 、 今後 
の 仕事 の 質 や 量 を 考え ます 。 


(4) ほめ る ・ 叱 る 

効果 的 に 0JT を 進め 、 指 導 者 の 成長 を 促す た め に は 、 上 手 に ほめ た り 、 叱 っ た りす る こと も 重 
要 で す 。「 優 し さと 厳し さ 」 は 両方 と も 必要 で 、 そ の バラ ンス や メリ ハリ が 大 切 で す 。 例え ば 、 普 
段 厳 し い 指 導 者 が 、 若 手 職 員 の 成果 を 真剣 に 褒め る と 効果 が あり 、 優 し い 指導 者 が 、 怠 慢 を 真剣 
に 叱る と メリ ハリ の 利 い た 指導 と な り ま す 。 
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① ほめ る 

上 手 に ほめ る た め に は 、 相手 の 良い と ころ を 見 つけ る 必要 が あり ます 。 相手 の よい と ころ は 、 
常に 相手 を 観察 し て いな いと 見 つか り ま せん 。「 自 分 か ら 見 れ ば で き て 当たり 前 」、「 ま だ まだ 
足り な いと ころ が ある 」 と 思っ て も 、 以 前 と 比べ て よく な っ た 点 が あれ ば 、 ほ め る よう に 心 が 
け て くだ さい 。 必ず 、 ほ め る ポイ ント が あり ます 。 


② 


< く 上 手 に ほめ る ポイ ント > 


や ) ワン ポイ ント 


・ ほ め る ポイ ント を 見 つけ た ら 言 葉 で 伝え 、 そ の 場 で ほめ る 。 


・ 小 さ な こ と で も 見 逃さ ず に ほめ る 。 
・ 事 実 を あげ て ほめ る 。 
・ 人 前 で ほめ る 


・ ほ め る 効果 を 高め る た め 、 人 を 介し て ほめ る 。 
< 使っ て みよ う ! ちょ っ と し た “ほめ こと ば "” 集 > 


「 あ り が と う 」 「 さ す が だ ね 」 
「 よ く 最 後 まで 頑張 つた ね 」 「 ご 苦労 様 」 


「 最 近 、 〇 〇 が よく な っ つた ね 」 「 〇 さん が 君 の こと を 褒め て いた よ 」 


「 い い ア イデ ィ ア だ ね 」 「 君 な ら で き る 」 


叱る 





上 手 に 叱 れ な い 上 司 が 増え て いる と 言わ れ て いま す 。「 叱 られ る と モチ ベー ショ ン が 下がる 
の で は な いか 。」「 人 間 関 係 に 亀 像 が 入る の で は な いか 。」 な どの 不安 が ある の か も し れ ま せん 。 

し か し 、 叱 られ る こと は 、 職 員 に と っ て 、 自 分 の 誤り や 欠け て いる 能力 を 教え て も ら え る 貴 
重 な 機会 で す 。 相手 の 成長 を 願い 、 人 格 を 尊重 し た 上 で 叱る の で あれ ば 、 部 下 も 理解 、 感 謝 し 、 


大 きく 成長 し て くれ る は ず で す 。 





く 上 手 に 叱る ポイ ント > 
・ 人 前 で は 叱 ら な い 。 


や ) ワン ポイ ント 


・ ミ ス は 叱り 、 エ ラー は 励ま す 。 事実 を 叱り 、 人 間 を 叱 ら な い 。 
・ 感 情 的 に は な ら ず 、 冷 静 に 叱る 。 叱 る 理由 を 明確 に 伝え る 。 
・ 締 めく くり は 、 必 ず 相 手 へ の 期待 と 励ま し の 言葉 で 終わ る 。 


く 気 を つけ よう ! 叱る と き の 禁 句集 > 


「 何 度 も 同じ こと を 言っ て いる だ ろう 」「 何 で こん な こと も で き な い ん だ 」 
「 こ ん な 考え 方 は ダメ だ 」「 〇 〇 さん は で きる の に …」 


<+@ :「 私 」 を 発信 源 に し た 1 (アイ ) メッ セー ジ > 
「 な ぜ 、 あ な た は て し な い の ! 」 と いう よう に 、「 あ な た 」 か ら 発 信 す る YOU メッ セー 
ジ で 伝え る と 、 責 め ら れ た と 受け 取ら れ て し まう こと が あり ます 。 
「 私 は とし て ほし い 」 と I メッ セー ジ で 伝え る と 、 リ クエ スト と し て 伝わり や すい で 


す 。「 私 」 と いう 主語 は 口 に 出さ な く て も 、 


「 私 」 を 発信 源 に し て 伝え まし ょ う 。 





Yas 


YOU メッ セー ジ 





(私 は ) 何 か あ っ た の か と 心配 し た よ 








NO 0 0 
(あな た は ) 事前 に 連絡 する べき だ 








- 、 や ) ワン ポイ ント 
< く カ ッ と ぎ きた 時 に は 「 ア ン ガ ー マ ネ ジメント 」> 


怒る こと は 、 悪い こと で は あり ませ ん 。 仕事 を し て いれ ば 怒り た く な る こと は 多く あり | 
ます し 、 怒 り は と て も 自然 な 感情 で す 。 

大 事 な の は 、 怒る 必要 が ある こと に は 上 手 に 怒り 、 怒る 必要 の な いこ と に は 怒ら な く て 
済む お よう に な る 。 怒り の 感情 (アン ガー) と 上 手 に 付き 合う (マネ ジメント する ) こと に 
より 、 怒 りか ら 生 まれ る 悪循環 を 防ぎ 、 良 好 な 人 間 関 係 を 築く こと が で きま す 。 

【6 秒 間 待 つ 】 

感情 の ピー ク は 最初 の 6 秒 で す 。 大 きく 呼吸 し た り 、 頭 の 中 で 6 まで 数 えた り 、 ま 

ず は 6 秒 待 つこ と で 怒り の ピー ク を や り 過 ご すこ と が で きま す 。 

【 自 分 を 怒ら せ た 正 体 を 知る 】 

「 あ る 人 」 が 、「 あ る 出来 事 」 が 、 自 分 を 怒ら せ た と 考え が ち で す が 、 そ の 正体 は 

「 べ き 」 と いう 言葉 で す 、 仕 事 は こう ある べき 、 部 下 は こう ある べき な ど 、 自 分 が 信 

じ る 「 ベ べき 」 が 裏切ら れ た と き に 人 は 怒り を 感じ ます 。 自 分 の 「 ベ べき 」 を 知る こと 

で 、 怒 る 前 に 自分 の 怒り を 宗 知 で きる よう に な り ま す 。 

また 、「 べ き 」 の 範囲 は 人 それ ぞ れ で す が 、 自 分 と 同じ 「 べ き (OK ゾー ン )」 と 自分 

と 違う 「 べ き (NG ゾー ン )」 の 他 に 、 本 人 や 周り に と っ て 良い も の か どう か 、 時 代 や 

立場 に よっ て 適切 が も の な の か な ど 冷 静 に 見 つめ 、 少 し 違う が 許容 で きる 範囲 (許容 

ゾー ン ) を 作り 、「 ベ べき 」 の 境界 線 を 広げ る こと で 、 去 ら な けれ ば な ら な いこ と が 減り 
ます 。 


~ 境 界 線 の イメ ー ジ ー 
自分 と 違う (NG) 





少し 違う が 許し て も いい (許容 範囲 ) 





自分 と 同じ (OK) 
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: ~ 0JT と パワ ー ハ ラス メン ト ~ 

パワ ー ハ ラス メン ト (以下 「 パ ワ ハ ラ 」 と いう 。) は 、 職務 に 関す る 優越 的 な 関係 を 背景 と し て 
: 行わ れる 、 業 務 上 必要 か つ 相 当 な 範囲 を 超え る 言動 で 、 職員 に 精神 的 若しくは 身体 的 な 苦痛 を 与 
: え 、 職 員 の 人 格 若 し く は 尊厳 を 害し 、 又 は 職員 の 勤務 環境 を 害する こと と な る よう な も の を いい 
ます 
: 例え ば 、 上 司 が 到底 達成 で き な い よう な 目標 を 設定 し た り 、 ミ ス や 目標 を クリ ア で き な か っ た 
: こと を 容赦 な く 叱 責 し た り 、 無 視 、 冷 遇 し た りす る な ど 、 職 員 を 精神 的 に 追い つめ る こと な ど が 
: 該当 し ます 。 パ ワ ハ ラ が 引き 金 と な っ て 心 の 病 と な り 、 休 職 に 追い 込ま れる ケー ス も あり ます 。 
: パワ ハラ は 、 指 導 と の 線引き が 難し いた め 、 上 司 の 側 に 自覚 が な い 場 合 も 多く あり ます 。 上 司 
: に し て みれ ば 、 職 員 の た め に よ か れ と 思い 、 教 育 的 指導 の つも り で 言っ た こと が 、 職員 を 知ら ず 
: 知ら ず の うち に 傷つけ て いる 場合 が あり ます 。 こ れ ま で 、 自分 が 上 司 か ら 厳し い 指導 を 受け て き 
: た 人 や 仕事 が 早く 能力 が 高い 人 は 、 職 員 へ の 要求 水準 も 高く な り が ち で す 。 職員 の 能力 、 個 性 、 
: 価値 観 な ど は いろ いろ で す 。 
: 同じ 指導 を 受け 、 き ちん と 受け 止め て 頑張 れる 職員 も いれ ば 、 心 的 な 負担 と か が つっ たり 、 パ ワ ハ 
: ラ と 感じ て し まっ た りす る 職員 も いる と いう こと を 、 肝 に 銘じ て お か な けれ ば な り ま せん 。 せっ 
: か く の 0JT が パワ ハラ に つなが ら な いよ う 、 上 司 は 次 の ポイ ント に 留意 し まし ょ う 。 
: 指導 に 熱心 な あま り 、 高 圧 的 な 口調 に な っ て いな いか 。 

多 職 員 の 人 間 性 を 無視 し た 態度 、 人 格 を 否定 する よう な 言い 方 に な か つて いな いか 。 

る 職員 一 人 ひと り の 能力 や 個性 を 理解 し て いる か 。 

る 職員 と の 価値 観 の 違い を 認め て いる か 。 

職員 の 成長 を 応援 する と いう 意識 を 忘れ て いな いか 。 

日 頃 の り の コミュニケ ーション は 十分 か 、 指 導 を 受け 入れ られ る 信頼 関係 を 築け て いる か 。 

叱っ た 後 、 期 待 と 励ま し の 言葉 を 伝え 、 フ ォ ロ ー し て いる か 。 


※ パワ ハラ を 含む ハラ スメント 全般 に 関し て は 「 ハ ラス メン ト の 防止 に 関す る 基本 方 針 」 を 
参照 願い ます 
2 日 常に お ける 0JT の タイ ミン グ 
0JT に 取り 組 も うと し て も 、 ど うい っ た タイ ミン グ で 行っ た ら 良 いか 迷う こと も ある か と 思い ま 
す 。0JT は 、 な に か 身構え て 行う と いう より 、 日 頃 の 仕事 の 中 の 様々 な 機会 を 捉え て 柔軟 に 行う こ 
と が 大 切 で す 。 
〇 日 頃 の あい さ つ 、 声 か け 等 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
普段 か ら 積 極 的 に あい さ つ し 、 話 し か け や す い 雰 囲 気 を 作る こと で 、 部 下 等 も 相談 し や すく 
な り ま すし 、 業 務 に お ける 「 い つも と 違う 」「 小 さ な 変 化 」 に も 気づく こと が で きま す 。 
〇 日 々 の 業務 の 指導 ・ 支 援 
文書 事務 、 会 計 事務 な どの 基本 的 な 業務 は 実務 を 通じ て 習得 する も の で す 。 ま た 、 新 し い 業 
務 を 行う 時 も 含め て 、 日 々 確認 し な が ら 指 導 す る 日 常 の 0JT が 重要 で す 。 
〇 決裁 時 に お ける 0JT 
決裁 時 は 、 業 務 に お ける 最高 の 0JT の 機会 で す 。 文 書 の 不備 や 誤り は 、 細 か な こと で も 指導 
し まし ょ う 。 内容 に つい て は 、 で きる だ け 質 問 す る こと に より 説明 力 の 向上 に つなが り 、 説 明 
する こと で 内 容 を 論理 的 、 体 系 的 に 整理 し て より 深く 考え させ る きっ か け に な り ま す 。 
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O 


よ 


う 
O 


人 事 異動 で 転入 し て きた と き の 0JT 

異動 に より 転入 し て きた 職員 は 、 新 た な 仕事 に 戸惑う だ け で な く 、 転 居 や 遠 距 離 通勤 な ど に 
り 生活 環境 が 大 きく 変わ り 、 業 務 外 で も 心身 の 負担 が 増し て いる こと も あり ます 。 

職員 が 異動 し て きた 際 に は 、 新 し い 仕事 に 慣れ る まで 、 よ く 観 察し 、 能 力 や 適性 を 把握 し た 
え で 、 丁 寧 に 指導 ・ 育 成 し て いく こと が 必要 で す 。 

他 に も … こ ん な 時 に 0JT 


・ 業 務 で 悩ん で いる と き (仕事 の 仕方 や 進め 方 が 分 か ら な い 、 新 規 事業 を 行う ) 
・ ミ ス を し た と き (事務 処理 の 誤り 、 期 限 ま で に 処理 で き な い ) 

・ 電 話 、 来 客 対応 の と き 

・ 残 業 が 多い と き 

・ 仕 事 に 対す る 意欲 が 感じ られ な いと き 

・ 能 力 開発 の 必要 性 が 生じ た と き (知識 の 不足 、 新 し い 課 題 を 与え た ) 


【 県 の し くみ と 仕事 : 広域 振興 内 を 理解 し よう 】 

県 で は 、「 分 権 型 社会 の 構築 と 産業 の 振興 に よる 自立 し た 地域 」 を 目指 す た め 、 平 成 18 年 4 月 
4 つの 広域 振興 圏 を 設定 し まし た 。 

広域 振興 疾 の 設定 と 併せ 、 市 町 村 の 行 財政 基盤 の 強化 や 産業 振興 の た め 、 そ れ ま で の 12 地方 
振興 局 体制 を 4 広域 振興 局 体制 (1 広域 振興 癒 1 広域 振興 局 体制 ) に 見 直し まし た 。 

本 局 に つい て は 、 企 画 調整 機能 を 集約 し て 、 圏 域 に お ける 戦略 的 な 広域 行政 を 展開 する 一 方 、 
窓口 対応 や 相談 受付 、 広 域 災 害 ・ 危 機 管 理 の 拠点 対応 、 現 地 対応 が 必要 な 業務 な が ど に つい て は 、 
部 門 ご と の セン ター が 担っ て いま す 。 





1 





【 広 域 振興 局 体制 移行 の メリ ッ ト 】 


2 職員 や 組織 を 集約 する こと で 、 本 庁 か ら 、 社 会 福祉 法 、 都 市 計画 法 や 道路 法 施行 


所 管区 域 が 拡大 する こと で 、 市 町 村 を また ぐ ネ ットワーク の 立 上 げ に よる 新た な 
ビジ ネス チャ ンス の 開拓 な ど 一 層 広 域 的 な 対応 が 可能 。 


事務 の 一 部 等 の 権限 委譲 が で き 、 こ れ ま で より 身近 な 場所 で 専門 的 な が サー ビス の 提 
供 が 可能 。 








広域 振興 局 は 、 本 庁 の 各 セ クシ ョ ン と も 連携 を 


0 
本 EL 


図り つつ 、 地域 住民 や 、 市 町 村 を 始め と する 様々 
な 団体 と 日 ご ろか ら コ ミュ ニケ ーション を 図り 、 
地域 に 根差し た 業務 を 行う な ど 県 に お ける 重要 
な 業務 の 執行 機関 に な り ま す の で 、 若 手 職 員 に も 
広域 振興 局 設置 の 意義 や その 役割 に つい て 理解 
を 促し まし ょ う 。 


一 関 e 千 肥 
. e 広域 振興 局 本 局 


県 南 広域 振興 局 < 部門 ご と の セン ター 
o 出張 所 
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3 対象 職員 ご と の 0JT の 効果 的 な 進め 方 








職員 の 経験 値 や 持っ て いる 知識 、 ス キル に よっ て 、 求 め ら れる 能力 や 効果 的 な 0JT の 進め 方 も 変 
わり ます 。 
(1) 新 採用 職員 

新 採用 職員 は 、 そ の ほとん ど が 長年 の 学校 生活 を 離れ 、 様 々 な 期待 と 不安 を 持っ て 新しい 社会 
生活 、 職 場 生活 に 入っ て き て いま す 。 職 員 の 不安 感 を で きる だ け 早 く 和 ら げ 、 そ の 新鮮 な 感覚 や 
時 盛 な 意欲 を 組織 の 活動 に 大 い に 反 映 さ せ て いく こと が 大 切 で す 。 

新 採用 職員 の 指導 は 、 単 に 仕事 を 教え る の で は な く 、 新 採用 職員 が 、 将 来 その 実力 を 十分 発揮 
で きる よう に な る た め の 基 礎 を 作る と いう 意味 で 、 非 常に 重要 な も の で ある と いう こと を 考慮 の 
上 、 県 職員 の 心構え や 基礎 知識 に つい て 、 ど ん な 初歩 的 な こと で も 丁寧 に 指導 する よう 留意 し て 
くだ さい 。 

また 、 指 導 者 は 、 新 採用 職員 の 日 常 業 務 に お ける 実務 指導 を 行う と と も に 、 初 歩 的 な 疑問 等 に 
も 丁寧 に 応じ る な ど 信 頼 関係 を 築く こと に より 、 い ちば ん 身近 な 存在 と し て の 役割 を 担い ます 。 
(2) 若手 職員 

実務 の 中 心 と な る 若手 職員 に は 、 ど ん どん 新しい 課題 を 与え 、 多 く の 職 務 経 験 を させ 業務 遂行 
能力 を 付け させ る と と も に 、 課 題 発見 能力 や 責任 感 を 養成 し て いき ます 。 仕事 の 内 容 も 難易 度 を 
高め 、 達 成 感 、 や り が い を 得 ら れる よう に 工夫 し て いき ます 。 

また 、 こ れ ま で は 、「 覚 えな けれ ば …」 と いう こと で 、 ど うし て も 仕事 に 対し て 受け 身 で あっ た 
と 思わ れ ま す が 、 自 発 的 、 能 動 的 に 仕事 を 進め る こと が で きる よう 指導 し て くだ さい 。 仕事 の や 
り が いや 、 達 成 感 は 、 自 ら 取 り 組 むこ と で 生ま れる も の で す 。 

一 方 、 ま だ 実務 経験 が 少な いた め 、 き め 細 か く 見 守り 、 状 況 に 応じ て サポ ー ト し て いく 必要 が 


: ご メン ター 制度 を ご 存じ で すか ~ 

: 県 で は 、 若 手 職員 等 の 成長 を 先輩 職員 が 支援 する 「 メ ンタ ー 制 度 」 を 実施 し て いま す 。 
先輩 職員 「 メ ンタ ー」 が 、 後 募 職 員 「 メ ンティー」 に 対し て 行う 1 対 1 の 個別 支援 活動 で 、 仕 事 上 : 
の 悩み や 課題 の 解決 に 向け 、 個 人 の 成長 を サポ ー ト する 役割 を 果たし ます 。 
また 、 メ ンタ ー に と っ て も 指導 力 の 向上 な ど ス キル アッ プ の 機会 に な り ま す 。 


TL LLL LL 


(3) 中 堅 職員 

中 堅 職員 は 、 組 織 の 中 軸 と し て 、 仕 事 を 安心 し て 任せ られ る 、 信 頼 感 の ある 職員 に 育て て いく 
必要 が あり ます 。 こ の た め 意 識 し て 困難 な 業務 を 任せ 、 で きる だ け 自 力 で 完結 させ る こと で 、 自 
信 が 持て る よう に し た り 、 新 採用 や 若手 職員 の 育成 等 の 役割 を 与え 、 指 導 育成 能力 を 養う こと も 
必要 で す 。 
(4) 経験 豊富 な 職員 

職場 の 経験 が 長く な っ て いる ベテラン 職員 は 、 こ れ ま で の 経験 で 培っ て きた 豊富 な 知識 や ノウ 
ハウ を 組織 全体 に 避 元 する こと を 主眼 に 0JT を 実践 し て くだ さい 。 会 議 や ミー ティ ング の 機会 を 
活用 し 、 意 見 や 考え を 述べ て も ら っ た り 、 若 手 職員 の 指導 に 関わ っ て も ら う こと も 有効 で す 。 

一 方 、 ベ テラ ン 職 員 自 身 へ の 指導 が 必要 に な っ た 場合 は 、 そ れ と な く 本 人 の 気づき を 促し た り 、 
第 三 者 を 経由 し て 間接 的 に 働き か けた りす る な どの 指導 が 効果 的 だ と 考え られ ます 。 
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【 県 の し くみ と 仕事 : 岩手 県 に お ける 職制 を 理解 し よう 】 

一 般 職 の 職員 の 「 職 」 は 、 「 岩 手 県 知事 部 局 行政 組織 規則 」 等 に より で 定め られ て いま す が 、 業 
務 を 行う 中 で は 、 様 々 な 職名 と 接する こと が あり 、 特 に 若い 職員 に と っ て は それ ら の 位置 づけ や 
上 下関 係 が わか ら ず 、 戸 惑う こと も ある か と 思い ます 。 

主 な 職 に つい て 職位 ご と に 表す と 以下 の と お り で す の で 、 理 解 を 促し まし ょ う 。 





























































































































< 職位 別 の 職名 (本 店 ) : 職名 は 職位 に より 決め られ て いま す 。> 

部 長 級 企画 理事 、 会 計 管 理 者 、 部 長 、 局 長 、 統 括 調査 監 、 理 事 、 技 監 

副 部 長 級 副 部 長 、 副 局長 、 室 長 、 担 当 技 監 、 首 席 〇 〇 監 、 参 事 

総括 課長 級 総括 課長 、 特 命 参 事 、 総 務 事 務 セ ンタ ー 所 長 、 〇 〇 監 、 課 長 、 主 幹 
担当 課長 級 担当 課長 、 特 命 課長 

課員 主任 主査 、 主 査 、 主 任 、 主 事 、 技 師 

※ 詳細 は 「 級 別 職務 区 分 表 」 を 参照 





























また 、 各 室 課 等 の 分 掌 事務 に つい て 、「 岩 手 県 事務 委任 及び 代 決 専決 規則 」 で 定め られ て いま す 
が 、 本 県 で は 、 業 務 の 権限 の 多く が 担当 課長 に 割り 振ら れ て お り 、 迅速 な 意思 決定 と 業務 処理 が 
可能 な 体制 と な か っ てい ます 。 
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O J の 実践 事例 


0JT の 実践 事例 と し て 、 職 場 で よく ある ケー ス に つい て 、 対 応 の ポイ ント を 紹介 し ます 。 
個々 の 場面 に お いて は 、 要 因 を 分 析 し て か ら 0JT を 実践 する こと が 重要 で す 。 











ケー ス 1 担当 業務 が 遅れ が ちな 職員 へ の 0JT 
・ 与 えら れ た 仕事 の 期限 が 近付い て いる が 、 ま だ 手 が つ いて いな いよ うだ 。 
・ こ れ ま で も 提出 期限 に 間に合わ な か っ た こと が た び た び ある 。 
・ 普段 は 何 か 作業 は し て お り 、 忙 し そう に し て いる 。 
・ 特 段 仕事 に 関し て 相談 も な く 、 順 調 に 進ん で いる の か 心配 で ある 。 
【 考 えら える 要因 】 
・ ど うい っ た 作業 か ら 進め る べき か が わか ら ず 、 手 が 止ま っ て し まっ て いる 。 
・ 仕 事 の 優先 順位 が うま くつ けら れ な いた め に 、 本 来 急ぐ べき 仕事 が 後回し に な っ て いる 。 
・ 上司 に 聞き た いと 思っ て いて も 、 上 司 が 忙し そう に 見 え 、 質 問 す る こと を 忠 路 し て いる 。 


く < 対応 の ポイ ント > 
・ ま ず は 、 職 員 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図り 、 何 が 要因 で 業務 が 遅れ て いる の か 確認 し 
た うえ で 指導 内 容 を 検討 し まし ょ う 。 
・ そ の 際 、 業 務 が 遅れ て いる こと を 注意 する の で は な く 、 遅 れ て いる 業務 の 今後 の 進め 
方 や スケ ジュ ー ル 管理 に つい て 指導 する と と も に 、 双 方 で 確認 ・ 共 有 し ます 。 
・ 本 人 の 業務 量 が 多い 場合 に は 、 上 司 と も 相談 の うえ 、 必 要 に 応じ て 担当 内 の 事務 分 担 
を 見 直す こと も 検討 し ます 。 
・ ま た 、 普 段 か ら 積極 的 に 声 を か け 、 話 し か け や す い 雰 囲 気 を 作る こと で 、 対 象 職員 が 
相談 し や すい 環境 を 作り まし ょ う 。 


| ケー ス 2 残業 が 常態 化し て いる 職員 へ の OJT = = = = 
・ それ ほど 仕事 が 立て 込ん で いな い は ず な の に 、 毎 日 の よう に 残業 を し て いる 。 
・ ど の よう な 作業 で 残業 し て いる の か わか ら ず 、 必 要 が な い の な ら 早め に 帰る よう に し て ほし い 。 
【 考 えら れる 要因 】 
一 定 の 時 間 で 作業 を 終え よう と せ ず 、 い くら で も 時 間 を 使っ て よい と 思っ て いる 。 
- 残業 を し て いる 意識 が な く 、 温 然 と 職場 に 残っ て いる 。 
・ 周囲 の 職員 が 皆 遅 くま で 残っ て お り 、 一 人 だ け 早 く 帰 り に くい と 考え て いる 。 





く 対応 の ポイ ント > 

・ 超過 勤務 の 実施 は 職員 任せ と せ ず に 、 管 理 監督 者 が 必要 性 を 判断 し 、 そ の 指示 の 下 で 
行わ せる よう に し ます 。 

・ そ の た め に 、 超 過 勤 務 を 命ずる 場合 は 事前 命令 を 原則 と し て 、 業 務 内 容 を 確認 し 、 当 
該 勤 務 の 臨時 又は 緊急 の 必要 性 を 考慮 し ます 。 

・ 職 場 の 雰囲気 に よる 要因 で ある 場合 は 、 上 司 や 周囲 の 職員 も 巻き 込ん で 、 職 員 が 相談 
し や すく 、 働 きやすい と 感じ る こと が で きる 職場 づく り に 向け た 取組 な ど を 考え まし 
よう 。 ま た 、「 か ・ え る の 日 運動 」 へ の 職場 ぐ で る み で の 積極 的 な 取組 も 進め て いき まし 
よう 。 
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ケー ス 3 仕事 で ミス を し た 職員 へ の 0JT 
・ 仕 事 上 で 、 ミ ス を し た が 、 こ れ ま で こう し た ミス は な か っ た の で 、 今回 は 落ち 込ん で いる よう 
だ 。 





く 対 応 の ポイ ント > 

・ な ぜ 起 こっ て し まっ た の か 話し 合い な が ら 明 ら か に し て いき ます 。 

・ 今 後 同 じ こ と を 発生 させ な いた め に 、 何 を すべ きか 共に 振り 返り ます 。 

・ ケ ー ス に よっ て は 、 発 生 し た ミス の 原因 と その 改善 策 に つい て 、 当 事 者 個人 だ け で は 
な く 、 組 織 全 体 が 共有 し 発生 防止 の た め の 仕組 み を 整備 し ます 。 

~ー ミス や エラ ー は 宝物 ~ 

・「 失 敗 」 は 起き な い に 越 し た こと は な いで す が 、 起 き て し まっ た ら 、 同 じ ミ ス が 発生 
し な いた め に 何 を すべ きか 検討 し 、 実 行 す る こと の 積み 重ね が 重要 で す 。 

・ 失 敗 を 材料 に 次 に つなが る 行動 に 結び 付け て いく こと が 何より 組織 を 強く し て いき ま 
す 。 

・ ミ ス や エラ ー を た だ の 「 マ イナ ス 」 と 捉え ず 、 組 織 や 個人 の 成長 の 糧 と 考え る こと が 
で きれ ば 、 大 き な 「 宝 」 と な り ま す 。 





ケー ス 4 慣れ な い 業 務 に 戸惑う 職員 へ の 0JT 
・ 頼ん だ 仕事 の 進捗 状況 を 聞い て も 、 話 し ぶり か ら 順 調 に 進ん で は いな いよ うだ 。 
・ 職 員 は 経験 が 浅く 、 こ れ ま で や っ た こと が な い 仕 事 と の こと 。 
・ 誰 か と 相談 し て いる 様子 も な く 毎 晩 残業 し て いる よう だ 。 
【 考 えら れる 理由 】 
・ 周 り の 職員 や 前 任 者 に 聞け ば す ぐに わか る こと も 、 相 談 で きず に 一 人 で 抱え 込ん で いる 。 
・ 本 人 の わか ら な いこ と や 苦手 な こと が 含ま れ て いて 、 手 が 止ま っ て いる 。 


くく 対応 の ポイ ント > 

・ 若 手 職 員 が 周囲 に 話し か ける の は 、 思 っ て いる 以上 に た め ら い が あ る こと が あり ます 。 
積極 的 に 声 を か ける 機会 を 増やし て コミ ュ ニ ケー ショ ン を と り ま し ょ う 。 

・ わ か ら な いこ と が 何 か 一 緒 に 考え 、 上 司 や 同僚 に 相談 する よう 促し ます 。 ま た 、 担 当 
グル ー プ 内 で 情報 共有 する 機会 を 設け 職場 で フォ ロー する 体制 が で きる と 、 安 心して 
仕事 が で きる よう に な り ま す 。 

・ 経験 し た こと の な い 業 務 は 、 本 人 に と っ て 貴重 な 体験 と な り ま す 。 

・ 急 を 要する も の 以外 は すぐ に 答え は だ さ ず 、 ど 戸惑い の 要因 を 本 人 と 一 緒 に 考え 、 本 人 
へ の 気づき を うな が し な が ら 、 必 要 な 部 分 を フォ ロー する こと が 大 切 で す 。 

・ 実 際 の 経験 を 通じ て 学ぶ こと が 最も 成長 の 効果 を 高め る と 言わ れ て いま す 。 説 明 す る 
だ け で は な く 「 体 験 」 さ せな が ら 教 えて いく こと を 心がけ て いき まし ょ う 。 
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ケー ス 5 会 議 や 打ち 合わ せ を 担当 する 職員 へ の 0JT 
・ 庁 内 関係 者 を 集め る 会 議 を 開催 する こと と な っ た 。 
・ 直接 の 担当 で は な い 新 採用 職員 が いる が 、 関 わら せる べき か 。 
・ 関 わら せる と すれ ば 、 ど の よう に 関わ ら せ た ら よ いか 。 


く 対応 の ポイ ント > 
・ 会 議 や 打ち 合わ せ に は 、 職 員 が 成長 する きっ か け と な る 要素 が 多く 含ま れ て いま す 。 
・ 打 ち 合わ せ に お いて は 、 発 言 、 資 料 の 作成 、 司 会 な ど 役 割 を 与え る こと が で きま す 。 
・ 会議 の 開催 に あたっ て は 、 指 導 対 象 の 職員 に 合わ せ て 、 次 の よう な 観点 か ら 多 面 的 に 
0JT を 進め ます 。 

会 議 ひ メン バー に 加え る 

記録 係 に する 

発言 の 機会 を 作る 

資料 準備 や 課題 の 調整 を 任せ る 

司会 を 任せ る 
と り わ け 、 会 議 の 仕切 り を 任せ る こと は 、 企 画 か ら 開 催 ま で の 進捗 管理 、 参 加 者 の 調 

整 、 当 日 の 進行 、 ま と め 方 な ど 、 多 様 な 要素 を 要求 され る こと に より 、 貴 重 な 経験 の 機 

会 と な り ま す 。 


(On 6 VU 


・ 職 場 で 何 か に つけ て 仕事 上 の 不満 を 漏らし て いる 。 
・ 周囲 の 職員 も そう し た 話 を 聴か され る こと に 訂 易 し て お り 、 何 と か 前 向き に 取り 組ん で も らい 
た い 。 
【 考 えら れる 理由 】 
・ 本 人 の 中 で 、 何 ら か の 不満 要因 や スト レス 要因 が あり 、 職 場 で 話 を する こと で 発散 し て いる 。 
・ 単 に 自分 の 気持 ち を 聞い て ほし い 、 共 感 し て ほし いと 思っ て いる 。 
・ 特 定 の 人 に 対抗 心 や 嫌悪 感 を 持っ て いる 。 


くく 対応 の ポイ ント > 
・ 様 々 な 要因 が 考え られ る た め 、 ま ず は 相手 の 話 や 考え を し っ か り 聴 きま す 。 
・ 聴 いた 内 容 を も と に 不満 の 原因 ・ 理 由 を 一 緒 に 分 析 し 、 自分 の 行動 で 解消 ・ 緩 和 で きる 
こと は な いか 考え させ ます 。 
・ 嫌悪 感 等 を 持っ て いる 不満 の 場合 に は 、 共 感 だ け で は な く 、 教 える 側 の 考え も 明確 に 
伝え ます 。 
・ 教 える 側 も 上 司 や 先輩 、 同 僚 に 相談 する な ど 一 人 で 抱え 込ま な いよ うに し まし ょ う 。 
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ケー ス 7 業務 へ の モチ ベー ショ ン が 下がっ て いる 職員 へ の 0JT 

・ 担 当 業 務 に 関し て や る 気 が 感じ られ な い 職 員 が いる 。 

・「 ど う せ この 仕事 は …」 と か 「 真 面目 に や る だ け 無 駄 だ 」 な ど ネ ガ テ ィ ブ な 発言 が 目立つ 。 
・ 担 当 の 仕事 が うま く 進 まな い だ け で な く 、 周 囲 へ の 影響 も 気 に た な る た め 、 ど うに か し た い 。 
【 考 えら れる 理由 】 

・ 割 り 当 て られ た 業務 に 価値 を 見いだせ て いな い 。 

・ 自 分 の 意思 と は 異な る 業務 で 「 無 駄 だ 」「 意 味 が な い 」 と 思っ て いる 。 

・ 本 人 の 性 格 に 起因 する 。 


く 対 応 の ポイ ント > 

・ ま ず は 職員 の 話 を 聴き 、 考 え 方 を 理解 し つつ 、 一 緒 に その 要因 を 取り 除く 方 法 を 考え ま 
す 。 

・ 業 務 に 対し て の モチ ベー ショ ン が 上 が ら な い 場 合 に は 、 仕事 の 全体 像 を 示し た り 、 その 
仕事 が 何 に つなが っ て いく の か を 示し て いく こと で 意味 を 見 出す こと が で きま す 。 

・ ま た 、 業 務 に 対し て の 不満 が ある 場合 は 、 業 務 改 善 の 提案 を 指示 する こと も 効果 的 で 
す 。 新 た な 視点 が 生ま れ ま す 。 

・ 責 任 を 負わ せる 業務 を 与え る の も 効果 的 で す 。 仕事 の 内 容 も 難易 度 を 高め 、 新 し い 課題 
に チャ レン ジ さ せる な ど 、 達 成 感 、 や り が い を 得 ら れる よう 工夫 が 必要 で す 。 

~ いつ も と 違う と 感じ た ら … ~ 

急 に ミス が 増え た り 、 業 務 へ の モチ ベー ショ ン が 下がっ た と いっ た 場合 に は 「 メ ンタ 

ル ヘ ルス 不調 」 の 可能 性 も あり ます 。 い つも と 違う その 変化 に 着目 し て 声 を か ける こと 

も 大 切 で す 。 


| ケース 8 いつ も 指示 待ち の 職員 へ の OJT = 
- こち ら か ら 確 認 し な いと 必要 な 情報 が 上 が っ て こない 。 
- 主体 性 が 感じ られ ず 、 こ ちら が 指示 を し な いと 行動 を 起こ せな いよ うに 感じ る 。 
・ も っ と 自ら 考え 、 提 案 す る よう な 職員 に な っ て ほし い が 、 ど うし た ら よ いか 。 
【 考 えら れる 理由 】 
・ 業 務 を どの よう に 進め て よい か わか っ て いな い 。 
・ や る べき こと は わか っ て いる が 、 自 分 の 考え に 自信 が な く 、 動 き 出せ な い 。 
・ 上 司 か ら の 指示 が な く 行 動 し て は いけ な いと 思っ て いる 。 


くく 対応 の ポイ ント > 

・ 知 識 や 経験 が な い 場 合 に は 、 仕事 で の 不明 点 を 確認 し た 上 で 、 必要 な スキ ル を 説明 し ま 
す 。 そ し て 適切 な 行動 が で き て いる 場合 に は 後押し し ます 。 

・ 進捗 の 報告 や 仕事 の や り 方 の 確認 が あっ た 際 に は 、 相 手 の 視点 に 立っ て 助言 ・ 指 導 し 、 
最後 に どこ まで 本 人 に 任せ る か 伝え て いき ます 。 

・ ま た 、 仕 事 を 任せ る に あたっ て は 自発 的 、 能動 的 に 進め る こと が で きる よう 、 知識 や 仕 
事 の 方 法 は どん どん 教え る と と も に 、 十 e と し て 課題 を 与え る な ど 責 任 感 の 上 醸成 に も 
努め ます 。 
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【 県 の し くみ と 仕事 : 県 議会 を 理解 し よう 】 
議会 は 選挙 に より 選ば れ た 県 民 の 代表 者 (議員 ) が 県 民 の 意思 を 決定 する 機関 で す 。 県 民 に 代 
わっ て 要望 や 意見 を 県 政 に 反映 させ 、 生 活 の 充実 や 福祉 の 向上 の た め に 、 条 例 の 制定 や 予算 の 決 
定 な ど 大 切な こと を 決定 する 役目 を 担う 議決 機関 なり ます 。 ここ で は 議会 の 開催 に つい て 紹介 
し ます 。 
〇 県 議会 に は 年 4 回 の 定例 会 (2 月 、6 月 、9 月 、12 月 )、 必 要 な と き に 開か れる 臨時 会 が 
あり ます 。 
〇 2 月 定例 会 に は 翌年 度 当初 予算 案 が 、9 月 定例 会 に は 前 年 度 決算 が 提出 され 、 そ れ ら を 審 
査 する 特別 委員 会 が 開か れ ま す 。 
【 定 例会 の 会 期 例 (9 月 定例 会 の 例 )】 


令 和 2 年 9 月 定例 会 ( 令 和 2 年 9 月 29 日 招集 ) 


木 | 会 議 ( 一 般 質問 、 質 星 要員 会 付託 ) 
休会 人 帝 仁 委 員 会 ) ーー©®©®©®©®©®©®©®©®©®©®©®©§©§©ー 


人 ペア ザマ アザ ャ ママ 

| 月 | 休会 ( 吉 任 委 員 会 ) _ _ _ 

| 会議 (委員 長 報告 質 式 討 請 水 ーー 一 薩 本 会 議 : 提出 議案 の 採決 等 
休会 0 算 特別 委員 会 正副 表 員 長 の 互選 、 総 所 ) 
休 全 0 天 邊 特別 寺 員 全 松 拉 課 会 総務 政策 企画 各 
出納 局 、 人事 姜 員 会 、 監 簿 半 員 


会 ふる さと 振 軸 部 、 ILC 推 進 


決算 特別 委員 会 (9 月 の み 開 催 ) 
| 炎 予算 特別 委員 会 (2 月 の み 開 催 ) 


木 (は 特別 員 会 環境 生活 部 、 労働 委員 会 、 商工 労 潤 a 寺 凍 
休会 (決算 特別 委員 会 農林 水産 部 ) 最終 本 会 議 ロ 提出 議案 の 採決 等 
休会 決算 特別 委員 会 県 土 整備 部 、 取り まとめ ) ※ 特別 和 要員 会 は 「 総 括 質疑 」 と 


「 部 局 審査 」 に 分 か れ ま す 
休会 (東日本 大 震 淡 津波 復 軸 特 別 要員 会) 


会 議 ( 委 員 長 報告 、 質 緑 、 討論 、 採決 
通常 、 質 問 要 旨 の 配信 か ら 答 弁 検討 まで あま り 間 が な いこ と か ら 、 担 当 課 に お いて は 短 時 間 で 
答弁 を 作成 する 必要 が あり 、 複 数 の 答弁 を 作成 する 必要 が ある 場合 な ど は 、 そ の 時 期 は 議会 業務 
が 優先 され る こと と な り ま す 。 
( 当 県 で の 議会 の 仕組 み ) 
内 容 答弁 者 事前 通告 


一 般 質 問 =] 前 に ーー] | 
- 予 特 、 決 特 (総括 質疑 知事 、 副 知事 、 部 局長 事前 に 質問 要旨 の 提供 あり 











NN 各部 局長 、 副 部 長 、 総 括 。 | 事前 通告 あり 
NON | 人 (強制 で は な い ) 


ーー 各部 局長 、 副 部 長 、 総括 a i 
常任 委員 会 課長 等 事前 通告 な し ※ 


※ 現在 は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 も あり 事前 通告 が 行わ れ て いる 。 























